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。
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…
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…
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仲
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…

！
」

ア
ラ
ミ
ス
　
　
　「
ふ
っ…

…

、
あ
は
は
は
！
」

ダ
ル
タ
ニ
ア
ン
　「
も
う…

…

！
」

ダ
ル
タ
ニ
ア
ン
　（
ア
ラ
ミ
ス
さ
ん
が
子
供
み
た
い
に
笑
っ
て
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。

　
　
　
　
　
　
　  …

…
…
…

た
だ
、
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
の
は…

…

）

ア
ラ
ミ
ス
　
　
　「
ね
え
、
ど
う
し
て
さ
っ
き
か
ら
背
中
を
向
け
た
り

　
　
　
　
　
　
　  

目
を
逸
ら
し
た
り
す
る
の
？
」

ダ
ル
タ
ニ
ア
ン
　「
え…

…

　
　
　
　
　
　
　  

だ
っ
て…
…

」

ダ
ル
タ
ニ
ア
ン
　（
裸
に
見
え
る
な
ん
て
言
え
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　  

そ
の
ゴ
ー
ル
ド
の
水
着
姿
が…

…

）

ア
ラ
ミ
ス
　
　
　「
久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
か
ら
恥
ず
か
し
い
ん
だ
ね
？

　
　
　
　
　
　
　  

い
い
よ
。

　
　
　
　
　
　
　  

そ
う
い
う
照
れ
た
ダ
ル
タ
ニ
ア
ン
さ
ん
も
可
愛
い
か
ら
。」

―
―

ア
ラ
ミ
ス
の
別
荘
。

ア
ラ
ミ
ス
　
　
　「…

…

ふ
ぅ
、
今
日
は
暑
い
ね
。」

ダ
ル
タ
ニ
ア
ン
　「…

…

そ
れ
で
別
荘
に
着
い
た
早
々
、

　
　
　
　
　
　
　  

プ
ー
ル
な
ん
で
す
ね
？
」

ア
ラ
ミ
ス
　
　
　「
そ
う
。

　
　
　
　
　
　
　  

ま
あ
、
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
目
的
も
あ
る
け
ど

　
　
　
　
　
　
　  

最
大
の
理
由
は…

…

」

ダ
ル
タ
ニ
ア
ン
　「
あ
っ…

…

」

ア
ラ
ミ
ス
　
　
　「
こ
う
や
っ
て
水
の
中
で
仲
良
く
す
る
こ
と
。」

ダ
ル
タ
ニ
ア
ン
　「
ち
ょ
っ…

…

　
　
　
　
　
　
　  

ア
ラ
ミ
ス
さ
ん
、
く
す
ぐ
っ
た
い
で
す…

…

！
」

ア
ラ
ミ
ス
　
　
　「
ふ
っ…

…

、
あ
は
は
は
！
」

ダ
ル
タ
ニ
ア
ン
　「
も
う…

…

！
」

ダ
ル
タ
ニ
ア
ン
　（
ア
ラ
ミ
ス
さ
ん
が
子
供
み
た
い
に
笑
っ
て
る…

…

　
　
　
　
　
　
　  …

…

な
ん
だ
か
幸
せ
だ
な…

…

　
　
　
　
　
　
　  

ア
ラ
ミ
ス
さ
ん
の
腕
に
包
ま
れ
て
、

　
　
　
　
　
　
　  

少
し
振
り
返
る
と
ア
ラ
ミ
ス
さ
ん
の
優
し
い
目
に
安
心
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　  …

…
…
…

た
だ
、
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
の
は…

…

）

ア
ラ
ミ
ス
　
　
　「
ね
え
、
ど
う
し
て
さ
っ
き
か
ら
背
中
を
向
け
た
り

　
　
　
　
　
　
　  

目
を
逸
ら
し
た
り
す
る
の
？
」

ダ
ル
タ
ニ
ア
ン
　「
え…

…

　
　
　
　
　
　
　  

だ
っ
て…
…

」

ダ
ル
タ
ニ
ア
ン
　（
裸
に
見
え
る
な
ん
て
言
え
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　  

そ
の
ゴ
ー
ル
ド
の
水
着
姿
が…

…

）

ア
ラ
ミ
ス
　
　
　「
久
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ぶ
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に
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だ
ね
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い
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よ
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ニ
ア
ン
さ
ん
も
可
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ダ
ル
タ
ニ
ア
ン
　「…

…
…
…

　
　
　
　
　
　
　  

あ
、
そ
う
い
え
ば
ア
ラ
ミ
ス
さ
ん
、

　
　
　
　
　
　
　  

ポ
ル
ト
ス
が
前
に
言
っ
て
ま
し
た
よ
。

　
　
　
　
　
　
　  『
オ
レ
も
ア
ラ
ミ
ス
の
別
荘
に
行
き
た
い
』
っ
て
。」

ア
ラ
ミ
ス
　
　
　「
あ
ぁ
、
き
み
の
手
紙
に
も
前
に
書
い
て
あ
っ
た
ね
。」

ダ
ル
タ
ニ
ア
ン
　「
は
い
。」

ア
ラ
ミ
ス
　
　
　「
で
も
、
ダ
メ
。」

ダ
ル
タ
ニ
ア
ン
　「
え
っ
？
」

ア
ラ
ミ
ス
　
　
　「
ポ
ル
ト
ス
が
こ
こ
に
来
た
ら

　
　
　
　
　
　
　  

き
み
と
の
時
間
を
邪
魔
さ
れ
る
か
ら
ね
。

　
　
　
　
　
　
　  

そ
れ
に
、
本
当
に
来
た
い
な
ら
自
分
か
ら
手
紙
を
書
け
ば
い
い
。

　
　
　
　
　
　
　  

字
が
書
け
な
い
わ
け
じ
ゃ
な
い
ん
だ
か
ら
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ミ
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　「…

…

あ
れ
？
　
書
け
な
い
ん
だ
っ
け
？
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あ
の
、
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黒
い
ア
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さ
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に
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て
ま
す
よ
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ふ
っ
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う
？
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、
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抱
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め
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も
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…
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…
…
…
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ミ
ス
さ
ん
の
ま
つ
毛
が
頬
に
感
じ
る…
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ま
ば
た
き
を
す
る
度
に
動
い
て…
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恥
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…
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。
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ダ
ル
タ
ニ
ア
ン
　「
明
日…

…

　
　
　
　
　
　
　  

え
っ
！
？
　
明
日
で
す
か
？
」

ア
ラ
ミ
ス
　
　
　「
実
は
招
待
し
て
お
い
た
ん
だ
。

　
　
　
　
　
　
　  

久
し
ぶ
り
に
会
い
た
く
な
っ
て
ね
。」

ダ
ル
タ
ニ
ア
ン
　「
わ
あ…

…

！
」

ア
ラ
ミ
ス
　
　
　「
元
銃
士
隊
と
現
銃
士
隊
の
パ
ー
テ
ィ
っ
て
と
こ
ろ
か
な
。

　
　
　
　
　
　
　  
朝
ま
で
盛
大
に
楽
し
も
う
。」

ダ
ル
タ
ニ
ア
ン
　「
ア
ラ
ミ
ス
さ
ん…

…

　
　
　
　
　
　
　  

黒
い
ア
ラ
ミ
ス
さ
ん
っ
て
言
っ
て
ご
め
ん
な
さ
い
。」

ア
ラ
ミ
ス
　
　
　「
い
い
ん
だ
よ
。

　
　
　
　
　
　
　  …

…
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き
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。
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ル
ト
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の
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だ
け
ど
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オ
レ
も
ア
ラ
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ス
の
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荘
に
行
き
た
い
』
っ
て
言
っ
た
で
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う
？

　
　
　
　
　
　
　  

き
み
に
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て
呼
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と
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。
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、
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と
呼
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で
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…

」
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ル
タ
ニ
ア
ン
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。
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